
2026 年 9 月 24 日 

 

国土交通省関東地方整備局・河川部長 殿 

 

            特定非営利活動法人 奥利根自然センター 

                       理事長 横山隆一 

 

 

過去に中止となった倉渕ダム、戸倉ダム計画の事業再開に関する意見書 

 

 日頃より河川環境保全へのご尽力、深謝申し上げます。 

2026 年 6月、上毛新聞の社説に、過去に建設中止となった倉渕ダム（群馬県高崎

市）と戸倉ダム（同片品村）について、国土交通省が事業再開を視野に現地調査に着

手するという記事が掲載されました。理由としては、豪雨災害が頻発する中、ダムの

治水効果に対する期待の高まりが背景にあるとのこと。仮に事業を再開するならば、

効果や環境負荷などを多角的に検証することになるとされ、そのための委員会もでき

ていると聞きます。 

 倉渕ダムは、県が計画し 1990 年に建設が始まったものの、2003 年に財政状況や将

来の水需要減などを理由に凍結、2010 年に中止されました。戸倉ダムは水資源開発公

団(現・独立行政法人 水資源機構)が計画し、1987 年に建設に着手。しかし、３都県

が水需要の将来予測を見直して撤退したことから、2003 年に中止となったものです。 

 この中止となった二つのダム計画に対して、高崎市と片品村は 2026 年 4 月に、国交

相に現地調査を要請しており、貴省は本年度中に地元に調査事業の説明をした上で、

計画地周辺の土地利用状況を確認するとしています。 

 しかし、昨今の月平均の降雨量の二倍以上もの量の雨が、一晩のうちに降るという

ような未曽有の豪雨現象に対して、満水になれば豪雨の中でも放流しなければならな

いというダムで食い止めるという発想は、無理があると思われます。むしろ、ハザー

ドマップの精度の向上、甚大な被害想定地からの住居の移転の促進、堤防の強化、的

確な事前予報と迅速な避難体制の構築等に努力の方向を向けるべきではないかと考え

ます。 

 

                   ＊ 



 倉渕ダムの旧計画地には、種の保存法の政令指定種(絶滅危惧種、ⅠB類)とされた

希少猛禽類のクマタカの営巣地があり、地域の自然保護グループが計画再開に対し反

対する意思表示をされています。このクマタカの当時の調査活動に、当会も協力いた

しました。 

戸倉ダムについても、過去の計画推進時に、同じくクマタカの複数の営巣地が旧計

画地域内に発見され、地域の自然保護グループの反対意見が新聞記事として掲載され

たほか、尾瀬の自然保護と希少猛禽類の保護活動に永年取り組む、東京に本部を置く

(公財)日本自然保護協会から水資源開発公団に対し、反対意見の表明もあったことが

中止に直結したものと理解しています。 

 私どもは、奥利根地域の自然保護を目的とする団体で、戸倉ダムの旧計画地は片品

川上流部の奥利根地域の重要な一部となっています。また、本地域は尾瀬国立公園の

第三種特別地域の中にある美しい渓流環境であり、その一帯には、この地域の太古か

らの自然の歴史がわかるさまざまな地質構造がみられる露頭等があり、重要な自然誌

教育、環境教育の場にもなっています。本年 11月には、この地域での自然誌学習のた

めの当会のフィールドワークも計画しています。 

さらに、この場所の現在のクマタカの生息・繁殖状況は不明ですが、この希少猛禽

類は留鳥であり定住性の極めて高い生物種であるため、現在も旧計画地一帯は繁殖地

となり続けているものと考えられます。 

このような場所でダム計画を進めれば、これらの自然資産は失われるものと考えら

れます。 

以上のことから、国土交通省関東地方整備局河川部におかれては、倉渕ダム計画と

戸倉ダム計画の双方について、旧計画地一帯での計画再開は行わないよう、強く要請

致します。 

また、もし自然環境調査を行うのであれば、河川・渓流環境に生きる生物群集への

影響、希少猛禽類クマタカの繁殖をはじめとする希少野生生物への影響、地形地質を

含む自然誌・自然史の教育資源に対する影響に関して、精度の高い環境影響評価を行

うべきであることを申し述べます。 
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